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小田原市議会議場音響等設備改修業務 公募型プロポーザル実施要領 

 

１ 業務概要 

（１）件名 

   小田原市議会議場音響等設備改修 

（２）業務の目的 

   本業務は、小田原市議会が議会運営を円滑に行うことを目的とする。 

（３）業務内容 

  ア 議会運営を円滑に行うための音響等設備の改修及び機器操作に関する支援、教育

に関すること。 

  イ 構築した会議システムの保守に関すること。 

（４）設備調達方式 

   リース方式による。 

（５）業務期間 

   令和元年１１月から令和６年１０月まで（テスト、操作確認期間及び保守点検実施 

期間を含む。） 

   （※設備改修期間は、令和元年１０月９日（水）から令和元年１１月１５日（金） 

までとする。） 

２ 事業費上限額 

  本業務に係る予算は２４，４４５千円（リース料率を乗じた額、消費税及び地方消費税 

の額を含む。）以内とする。 

 費用には、改修後、不要となる既存機器の撤去及び廃棄費用を含むものとする。 

  なお、リース料率は１．９％、消費税及び地方消費税の額は１０％として算出すること。 

 

３ 実施形式 

  公募型プロポーザル方式とする。 

 

４ 参加資格 

  プロポーザルに参加できる者（提案者となろうとする者）は、次を満たす者でなければ

ならない。 

（１）専門的かつ十分な能力を有する者であること。 

（２）小田原市契約規則（昭和３９年規則第２２号）第５条の規定に該当する者であること。 

（３）小田原市工事等入札参加資格者の指名停止措置要領に基づく指名停止処分を受けて

いないこと。 

（４）プロポーザル方式による業務（以下「該当業務」という。）に係る営業種目において、

小田原市競争入札参加資格者名簿に登録されている者であること。ただし、小田原市競

争入札参加資格者名簿に未だ登録されていないが、参加申込書を提出した時点で、該当
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業務に係る営業種目において現に申し込み中であり、候補者を選定する期日までに登

録が完了する場合は例外とする。 

  ※次の営業種目①②のうち、それぞれ１項目以上登録していること。 

   ①物品関係 視聴覚機器、通信機器、情報処理用機材、産業用電気機器・資材のいず

れか 

   ②一般委託関係 情報処理業務委託、電気通信設備保守管理委託のいずれか 

（５）提出された書類の記載事項に虚偽がないこと。 

（６）プロポーザル審査委員会の委員が経営又は運営に関与していない者であること。 

（７）その他特に必要と認める事項 

  ※参加申込等の際に、すべてに関する誓約書を提出すること。 

  ※参加資格の審査結果の通知後において、候補者の選定までの間に参加資格を満たさ

なくなった場合は、その時点で当該者の参加を取り消し、提案を無効とする。 

 

５ 申込方法及び留意事項 

（１）参加事業者は参加申込書及びすべてに関する誓約書の提出をもって各種条件を承諾

したものとみなす。 

（２）参加申し込みに当たって生じる費用は、すべて参加事業者の負担とする。 

（３）参加事業者が提出した書類の著作権は参加事業者に帰属する。また、提出された書類

は返却しない。 

（４）提出された書類について、市が必要と認めたときは、市は提案事業者の承諾を得て、

提出書類の全部又は一部を無償で使用できるものとする。 

（５）参加事業者は、複数の提案を行うことはできないものとする。 

（６）提出された書類の訂正及び差し替えは一切認めない。 

 

６ 候補者選定方法 

  企画提案書及びプレゼンテーションの内容を総合的に評価し、各審査委員の採点を集

計した結果、第１位の評価を最も多く獲得した参加事業者を候補者として、次点の者を次

順位者として選定する。 

 

７ 議場見学会 

  議場の特性や形状を把握する機会として、議場見学会を次のとおり開催する。参加申込

書を提出予定の者で、見学を希望する場合は、事前に連絡すること。 

（１）実施日時 令和元年６月３日（月）及び令和元年６月４日（火） 

時間は別途調整するものとする。 

（２）実施場所 小田原市役所３階 本会議場 

（３）その他  測量機器等については各自持参すること。 
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８ 質問 

（１）提出方法 

  質問書（様式１）を使用し、電話連絡の上、E-mailまたは FAXにて提出すること。 

（２）受付期間 

  令和元年６月３日（月）から令和元年６月７日（金）午後５時まで。 

（３）提出先 

  小田原市荻窪３００番地 小田原市議会事務局 議事調査係 【担当：浅野、原】 

  電話番号：０４６５－３３－１７６１ 

  F A X番号：０４６５－３３－１７６０ 

   E-mail：gi-giji@city.odawara.kanagawa.jp 

（４）注意事項 

  ア メール及び FAXの到着確認が必要な場合は、提案事業者自らが行うこと。 

  イ 質問された内容は、原文のまま回答に使用するものとする。 

 

９ 質問書への回答 

（１）回答期限 

  令和元年６月１４日（金） 

（２）回答方法 

  提出された質問書全てについて回答を取りまとめ、小田原市ホームページで公開する

とともに、質問書を提出した全ての提案事業者に対して電話連絡の上、メールまたは FAX

により回答するものとする。 

 

10 参加申込資格審査 

（１）参加申込書の提出等 

  参加申込書（様式２）に必要事項を記載し、代表者印を押印したものを表紙として、す 

 べてに関する誓約書（様式３）とともに持参すること。郵送は不可とする。 

（２）提出先 

  小田原市荻窪３００番地 小田原市議会事務局 議事調査係 【担当：浅野、原】 

  電話番号：０４６５－３３－１７６１ 

（３）受付期間 

  令和元年６月２０日（木）から令和元年６月２６日（水）午後５時まで。 

  （ただし、土曜、日曜、祝日は除く。） 

（４）参加資格決定通知書（様式４） 

  参加資格の審査結果については、令和元年６月２８日（金）に書面にて全参加事業者に

個別に通知する。 
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11 企画提案書作成方法 

（１）企画提案書 

  ア 提出書類 

  （ア）企画提案書（様式６） 

  （イ）小田原市議会議場音響等設備業務に関する提案書（様式任意） 

  （ウ）見積書（様式任意） 

価格は、２４，４４５千円以内（消費税及び地方消費税の額１０％を含む）と 

する。なお、リース料率は１．９％とする。 

   ※見積額は５年間の総額とし、提案上限額を超えないこと。 

  （エ）導入後の維持管理費等に要する経費見積書（様式任意） 

     導入後５年間の機器等の更新又は交換が想定される場合の経費を項目ごとに記

載すること。なお、前記ウの見積額には含まないものとする。 

  イ 制限枚数 

  （ア）企画提案書の制限枚数は、鏡（様式６）を除き５０ページ以内とする。 

  ウ 提出部数 

  （ア）企画提案書等を一綴りとしたものを正本１部、副本１４部提出すること。 

  エ 書式 

  （ア）提案書の大きさはＡ４判とし、資料やイメージ図など、見やすくするためＡ３判

を使用する場合は、Ａ４判の大きさで三つ折りにすること。 

オ 作成要領 

 （ア）提案書はＡ４版・縦型・横書き・片面印刷・左綴で作成すること。 

  （イ）文字サイズは 11ポイント以上を基本とすること。 

  （ウ）図形などを活用した簡潔かつわかりやすい表現により記載し、専門用語などわか

りづらい用語には脚注により説明を付記すること。 

（エ）候補者を選定した後、リース契約手続きへ移行する際には、選定された提案内容

に基づき仕様書を作成することから、リース契約が確実に履行できる範囲の提案

とすること。 

（２）提出 

  ア 提出方法 

    参加申込書を提出し、本プロポーザルへの参加資格が認められた事業者は、審査に 

必要な書類を作成し、企画提案書（様式６）に社印及び代表者印（社印がない場合は

代表社印のみで可）を押印したものを表紙として、企画提案書等を持参すること。郵

送は不可とする。 

  イ 受付期間 

    令和元年７月８日（月）～令和元年７月１７日（水）午後３時まで。 

  ※なお、提出された順に提案内容に関するプレゼンテーションを行うこととする。プレゼンテーショ

ンスケジュールは、後日通知するものとする。 
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  ※参加申込書の提出があった場合であって、提案書提出受付期間内に提案書の提出がない場合は、辞

退届（様式第５）の提出の有無に関わらず、辞退したものとみなす。 

  ウ 提出先 

    小田原市荻窪３００番地 小田原市議会事務局 議事調査係 【担当：浅野、原】 

    電話番号：０４６５－３３－１７６１ 

（３）企画提案のポイント 

   提案書については、次の項目・内容に沿って作成すること。また、提案書の作成にあ 

たっては、内容をわかりやすく簡潔な表現を用いること。 

項   目 内   容 

実施体制 
・会社概要 

・本業務の実施体制 

業務実績 
・地方公共団体への議場システムの導入実

績（過去５年間） 

システム機能・機器性能等 

・システム機能・機器概要説明 

・システム構成 

・システムの特徴（操作性、機能性、安定

性、拡張性・発展性等） 

・導入システム・機器の機能説明 

・要望機能への対応 

・主要機器の対応年数、保証期間 

・保守内容、サポート体制 

実施スケジュール ・全体及び詳細のスケジュール 

そ の 他 ・職員への研修体制 

（４）その他 

  ア 留意事項 

  （ア）企画提案書は、１者１提案とする。 

  （イ）企画提案書を受け付けた後の追加及び修正は、原則認めないこととする。 

 

12 審査方法 

（１）審査の実施 

  ア 実施日時 令和元年７月２３日（火） 午前１０時から 

  イ 実施場所 小田原市役所４階第１委員会室または第２委員会室 

  ウ 審査形式 プレゼンテーション 

  エ 出 席 者 ５名以内とする。 

  オ 時  間 プレゼンテーションの制限時間は５０分以内とする。説明終了後、選定

委員からの提案内容に関する質疑応答の時間を設ける。 
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  カ 説明資料等 機器によるデモンストレーション、プロジェクター等使用による説明

は、企画提案書の内容に沿ったものに限り認める。ただし、機器類を使用

する場合は、事前に事務局まで連絡し、各自で準備すること。 

なお、デモンストレーションで使用する機器については、導入予定の機

器と同等のものとすること。導入予定の機器と異なる場合は、機能・形状

の差異を説明すること。 

また、追加資料の配布も認めない。 

  キ そ の 他 応募者から選定委員に対する質問は認めない。 

（２）審査基準 

   別紙審査基準のとおり 

（３）その他（留意事項） 

  ア 原則として、審査については全て点数化して行うものとし、審査項目ごとに定める

こととする。 

  イ 対象業務の内容に適合した履行を確保するため、加点項目を除き、１項目でも最低

の評価があった場合は失格とする。 

  ウ 候補者との交渉が不成立となった場合は、次順位者が繰り上げとなる。 

 

13 審査結果 

（１）審査結果の通知は、審査を受けたもの全員に対し、令和元年７月３１日（水）付けで

プロポーザル審査結果通知書（様式７）により行うものとする。 

（２）審査結果への異議については、一切認めない。ただし、候補者として選定されなかっ

た参加者がその理由についての説明を求めることができる期間を定めるものとする。 

 

14 日程 

（１）募集の公告 

   令和元年５月３０日（木） 

（２）現場見学会 

   令和元年６月３日（月）及び令和元年６月４日（火） 

（３）質問書受付期間 

   令和元年６月３日（月）～令和元年６月７日（金）午後５時 

（４）質問書回答期限 

   令和元年６月１４日（金） 

（５）参加申込書受付期間 

   令和元年６月２０日（木）～令和元年６月２６日（水）午後５時 

（６）参加資格決定通知書送付 

   令和元年６月２８日（金） 
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（７）企画提案書提出期間 

   令和元年７月８日（月）～令和元年７月１７日（水）午後３時 

（８）プレゼンテーション審査 

   令和元年７月２３日（火） 

（９）審査結果通知書送付 

   令和元年７月３１日（水） 

 

15 提出書類の取扱 

提出された書類については、変更を認めない。また、理由のいかんに関わらず返却はし 

ない。ただし、当市が必要と認める場合は、追加資料の提出を求めること、また、記載内

容に関する聞き取り調査を行うことができる。 

 

16 情報公開及び提供 

  プロポーザル方式による候補者選定における公正性及び透明性を高めるため、選定結

果を通知した翌営業日以降に、ホームページで選定結果を公表する。期間は、公表の翌日

から１年間とする。 

  公表の内容は、次のとおりとする。 

 ・候補者の名称 

 

17 問い合わせ先 

  小田原市議会事務局 議事調査係 【担当：浅野、原】 

  電話番号：０４６５－３３－１７６１ 

    FAX番号：０４６５－３３－１７６０ 

  E-mail：gi-giji@city.odawara.kanagawa.jp 

 

18 その他 

（１）必要経費の負担 

   本プロポーザルに関し、提案者側に生ずる費用については、全て提案者の負担とする。 

（２）辞退の取扱い 

   「参加申込書」の提出後に本プロポーザルの参加を辞退する場合は、辞退届（様式４）

を使用し、代表者印を押印したものを持参すること。郵送は不可とする。 

   ア 提出先 

     小田原市荻窪３００番地 小田原市議会事務局 議事調査係 【担当：浅野、原】 

     電話番号：０４６５－３３－１７６１ 

（３）失格事項等 

参加申込書、提案書が次の各号のいずれかに該当する場合は失格とする。 
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   ア 提案書類の提出期限を過ぎたもの、又は提案書類に不備があるもの。 

   イ 本実施要領に指定のある作成様式や記載上の留意事項に示された条件に適合し

ないもの。 

   ウ 提案上限額を超えて提案されたもの。 

   エ 本業務を一括して第３者に委託し、又は請負わせる内容の提案であるもの。 

   オ 虚偽の内容が記載されているもの。 

（４）本業務について、小田原市職員やその他関係者に無用の接触を行い、不正の事実が認

められた場合は失格とする。 

 

 

 

 

 


